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研究要旨 

 重症筋無力症（myasthenia gravis, MG）の診断におけるアイスパックテストの評価に関して、

文献的な調査を行った。本試験の感度は高いと報告されているものの、特異度については低いも

のから高いものまで、ばらつきが大きかった。また、多施設間で比較した文献はなく、ランダム

化比較試験も検査の性質上、実施できない現状であった。従って本試験は、検者の経験と判断に

依存するところが大きく、MG診療に慣れていない検者には判断が難しいため、アセチルコリン受

容体抗体測定が容易な我が国の現状を考えるとMG診断基準の中に含めるべきではなく、MG専門家

が日常診療で活用する手技に位置づけるのが適当であると考えられた。 

 

研究目的 

重症筋無力症（myasthenia gravis, MG）の診

断におけるアイスパックテストの評価に関し

て、文献的な調査を行った。平成 27 年度の当班

会議において厚生労働省の MG 診断基準を改定

したが、その背景には、MGの診断基準の運用方

法を考えるにあたり、大多数を占める MG を専

門としない神経内科医が、MG 患者を正しく診断

できることを目指したことがある。その理由は、

我国の社会情勢と医療事情を鑑みた場合、疾病

の診断と治療は、患者が居住する地域において

なされ、その生活圏の中で完結することが望ま

しいと思われたためである。一方、指定難病の

数は 306 となり、その中には患者が少ない疾患

もある。患者が受診する地域病院においては、

それぞれの難病の専門家が、常駐しているわけ

でないため、少なくとも国が指定し、医療費助

成対象とする疾患に関しては、その疾患の専門

家でなくても、一定のトレーニングを受けた医

師であれば、的確な診断と標準的な治療が出来

るガイドラインが求められる。 
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そのため、すでに MG患者の 85%が陽性である

アセチルコリン受容体（AChR）抗体、5～10%が

陽性となる MuSK 抗体の確認を診断のファース

トステップにおいた。その次に、この 2つの抗

体が陰性となる 5～10%の患者に対して、反復刺

激誘発筋電図、同心芯電極を用いた単線維筋電

図による電気生理学的検査、エドロフォニウ

ム・テスト等による、神経筋伝達障害の所見を

捉えることを次のステップとした。一方、簡便

な方法とされるアイスパックテストは、まだ十

分な検証が出来ていないという理由で、厚生労

働省の診断基準の中に組込むことはなされな

かった。今回、アイスパックテストを、対象群

を設けた前向き試験として実施することを念

頭において、文献調査を行った。 

 

研究方法 

PubMed において、”MG”と”ice pack test”

をキーワードとして、文献サーチを行った。検

索式は、以下のとおりである。 

("myasthenia gravis"[MeSH Terms] OR 

("myasthenia"[All Fields] AND 

"gravis"[All Fields]) OR "myasthenia 

gravis"[All Fields]) AND (("ice"[MeSH 

Terms] OR "ice"[All Fields]) AND pack[All 

Fields] AND ("research design"[MeSH 
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Terms] OR ("research"[All Fields] AND 

"design"[All Fields]) OR "research 

design"[All Fields] OR "test"[All 

Fields])) 

言語は英語に限定した。また、同じ題名と内

容で別の雑誌に投稿された論文は除外した。

その他、ハンドサーチにより資料を検索し

た。 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究は、文献研究であり患者の個人情報に

関するデータは扱っていない。 

 

研究結果 

“myasthenia gravis” AND “ice pack test”

により、20編の論文が検索された。さらに、ハ

ンドサーチにより 8点の論文を追加した。27編

から、論文を確認しえた 18編について、検討し

た。 

研究デザインは、次のとおりである。１）ラン

ダム化比較試験：0, ２）非ランダム化比較試

験：21, 2, ３）コホート研究：23, 4, ４）症例対

照研究：0, ５）横断研究：15, ６）症例集積：

56-10, ７）症例報告：411-15, ８）その他：316-18 

(Letter to Editor)。比較対照を設けていた報

告は、5 件であった。結果の解釈では、アイス

パックテストの有用性を支持するものが 11件、

無効を支持するものが 1件、判断不能とするも

のが 4件であった。指標としては、眼瞼下垂の

改善（2 ㎜以上の眼瞼挙上）を指標とするもの

がいくつか見られたが、標準化された実施方法

はなく、この点を問題点として指摘する論文が

複数あった。また、複視を指標として判断する

ことには、懐疑的なコメントが複数の論文にあ

った。この方法の問題点として、複数の論文で

議論されていたのは、閉眼してアイスパックを

眼瞼にあてることによる休息（rest）効果であ

る。また、冷却だけではなく、加温、閉眼でも

有効であるとの報告があった。感度に関しては

90％程度とする報告が多かったが、特異度に関

しては、20%から 80%程度と大きな差があり、検

者に依存するところが大きいものと思われた。

多施設間の比較試験はなく、検者の経験が特異

度を左右するところが大きいと思われた。また、

患者が、何をされているか自覚できる検査であ

るため、二重盲検試験の実施が不可能との指摘

があった。 

 

考 察 

これまでの報告を勘案すると、アイスパックテ

ストは検者の慣れ、判断に依存するところが大

きいが、専門家が実施するならば感度の高い検

査であることがうかがい知れる。一方、この試

験の性質上、アイスパックという介入に対する

対照を設けることには、困難な点がある。また、

標準化された実施方法が定まっていない現状

は多施設間の評価を難しくしている。アイスパ

ックテストに関する論文は、その多くが1980年

代から2000年代に発表されている。AChR抗体と

MuSK抗体の測定により約90%の患者が診断出来

るようになったことや本検査においては種々

のバイアスが介入する可能性が高いことを踏

まえると、現在の診断基準の中に、アイスパッ

クテストを取入れる必要性は感じられない。我

国において整備されつつある指定難病の診断

基準は、その疾患を専門としない医師でも、可

能な限り誤診をしないことを主眼におくべき

と思われる。したがって、アイスパックテスト

は、むしろ十分な経験を積んだMGの専門家が、

日常診療においてMGの予備診断として利用す

ることに意義があると考えられる。 

 

結 論 

 我国の医療の現状を踏まえると、アイスパ

ックテストは、診断基準の中に取り入れるべ

き検査というよりも、MG専門家が日常診療の

中で有効に活用すべきスクリーニング検査に

位置づけるのが望ましい。 
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